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研究成果の概要（和文）：認知症高齢者においては，指示理解が困難なことにより口腔機能訓練の実施が困難で
あることが多い．そこで，認知症高齢者に対しても実施できる，飴を舐める行動を応用した訓練法（飴舐め訓
練）の確立を目指した．高齢者介護施設入所中の高齢者65名（男性18名，女性47名，平均年齢87歳，
Mini-Mental State Examination 20点未満）を対象として実施可否の従来ある訓練との比較および即時的ならび
に長期的効果を検討した．その結果，飴舐め訓練は認知症高齢者に対して高い割合で実施可能であり，一部の認
知症高齢者においては栄養指標の改善および口腔機能の向上をもたらす可能性が示唆された．

研究成果の概要（英文）：Dementia elderly people often have difficulties following instructions for 
functional oral rehabilitation. In this study, we aimed to establish a novel rehabilitation using 
the voluntary motion of sucking a lollipop, named "Sucking lollipop training" for elderly with 
dementia. Sixty-five institutionalized cared elderly people (18 men, 47 women, mean age of 87 years,
 less than 20 points by Mini-Mental State Examination Test evaluation) participated. Compliance with
 training regimen was compared with conventional training. Short-term and long-term effects were 
investigated from functional and nutritional aspects . The results clearly showed that Sucking 
lollipop training was accepted in many elderly people with dementia. It was also suggested that this
 training could improve the nutritional condition and oral function in some part of the elderly 
population with dementia. 

研究分野： 補綴・理工系歯学

キーワード： 口腔機能訓練　歯学　リハビリテーション　認知症　摂食嚥下障害　咀嚼障害
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 高齢者にとって食は大きな楽しみであり，
最期まで口から美味しく食べる為に口腔機
能の維持が重要である．一般的に，口腔機能
の維持のためには口腔機能訓練が行われて
いるものの，認知機能の低下した認知症高齢
者では訓練に本人の理解と協力が得られに
くいため，口腔機能訓練を十分に行うことが
できないことが散見される．そのため，顎口
腔器官の機能低下を呈し，食事形態を下げる
などの対応がなされる．また，食事形態の低
下がさらなる廃用性機能低下を引き起こす
危険性も考えられる． 
 今後，我が国における高齢化の進行に伴い，
認知症高齢者は 2015 年には 250 万人，2025
年には323万人までに増加すると見込まれて
おり，認知症高齢者に対する口腔機能維持の
取り組みは大変重要である．我々は指示理解
の困難な認知症高齢者に対しても実施可能
な口腔機能訓練法の開発を目指し，自発的な
随意運動として飴を舐める行動を応用した
口腔機能訓練法（飴舐め訓練）の開発を着想
した． 
 
２．研究の目的 
（１）安全な棒付き飴を短時間・自発的に舐
める訓練法の適切な回数および期間を検討
するため，健常者を対象者として飴舐め訓練
の条件と口腔機能との関連性を検討する． 
 
（２）高齢者に対し飴舐め訓練を実施し，各
種口腔機能調査および全身状態のコホート
調査を行い，飴舐め訓練の有効性を検証する
とともに適応範囲を求める． 
 
３．研究の方法 
（１）安全な棒付き飴を短時間・自発的に舐
める機能訓練法の開発 
 
①研究対象者 
研究対象者は，摂食嚥下障害を自覚せず，

顎口腔機能に異常を認めない 20 歳以上の健
常若年者 29 名（男性 16 名，女性 13 名，平
均年齢 25.7±2.5 歳）とした．研究対象者に
対して，本研究に関する内容に関して十分に
説明を行い書面にて同意を得た．なお，本研
究は広島大学臨床研究倫理審査委員会の承
認を得て実施した（第 C 臨-544-1 号）． 
 飴舐め訓練は，訓練用食品として棒付き飴
（ChupaChups®, Barcelona, 13.6g, ストロ
ベリー味）を用い，10 分間全力で舐めること
をタスクとし，8 週間行った．訓練前（0 週），
中間（4 週），および訓練後（8 週）に，安静
時および刺激時唾液量，グルコセンサー 
（GS-1，GC，東京）を用いてグミ咀嚼機能
値，JMS 舌圧測定器 TM（JMS，広島）を用
いて最大舌圧を測定した．加えて，Mori らが
開発した舐摂機能検査（Candy sucking test: 
CST）を行った．CST 値は ChupaChups®, 
（Barcelona, 13.6g, ストロベリー味）を舐

めた際の 1分あたりの飴の重量変化と定義さ
れ，認知症高齢者において，CST 値は半固形
物嚥下時の口腔通過時間と関連があること
が示されている．本研究では 2 分間および 5
分間舐めた際の CST 値（CST2，CST5）を
測定した． 
 
（２）高齢者における飴舐め訓練の有効性の
検証 
 
①研究対象者 
研究対象者は,広島県内の高齢者介護施設

入所中の高齢者 65 名（男性 18 名，女性 47
名，平均年齢 87.0±5.7 歳）とした．包含基
準として，Mini-Mental State Examination
（MMSE）が 20 点未満であること，食事中
の頻回のムセなど明らかな咽頭期嚥下障害
を認めることなく経口摂取が維持できてい
ることとした．なお，本研究は医療法人微風
会ビハーラ花の里病院倫理委員会の承認（平
成 28 年 6 月 3 日承認済）を得て，対象者な
らびにその家族に対して研究目的と内容を
十分に説明した上で書面にて同意を得て実
施した． 
 
②飴舐め訓練の実施可否の検討 
飴舐め訓練ならびに従来の口腔機能訓練

法の実施可否について調査し比較した．飴舐
め訓練は，棒付き飴を口腔内に保持し 10 分
間舐め続ける事が出来た場合を実施可能と
した．訓練用食品として使用した棒付き飴は，
血糖値の上昇を抑える還元麦芽糖水飴およ
び低糖化還元水飴を主成分としたイチゴ風
味の飴を，重量 13.6±0.6g，直径 20mm の
大きさに成型したものを使用した．飴舐め訓
練中は，対象者が棒付き飴を噛むことや口腔
外に出すことがないように，歯科医師もしく
は施設職員が見守りを行い，声かけをしなが
ら舐め続けるように促した．訓練の実施可否
を比較する従来の口腔機能訓練法は，前舌保
持嚥下訓練，頭部挙上訓練，舌抵抗訓練，ブ
ローイング訓練ならびに開口訓練を選択し
た． 
 
③飴舐め訓練の即時的効果の検討 

10 分間の安静時および飴舐め訓練時の嚥
下回数を測定し比較した．嚥下回数は，咽喉
マイクから得られた嚥下音ならびに正面か
ら撮影したビデオ画像の分析により計測し
た．嚥下音は Tanaka らの方法に従って，頸
部に装着した咽喉マイクよりモノラル，サン
プリング周波数 48kHz，ビットレート
256kbps で録音したものを MOV 形式に変換
後，音声分析ソフト（Acoustic Core 8®，
Arcadia Inc，大阪）にて分析した．ビデオ画
像は，デジタルビデオカメラ（iVIS HF R31，
CANON，東京）を用いて正面より喉頭の動
きが観察できるように撮影し，保存した動画
より喉頭挙上の回数を記録した． 
 



④飴舐め訓練の長期的効果および適応範囲
の検討 
飴舐め訓練を週に 3 回，1 回につき 10 分

間行うこととし，これを 6 ヵ月間継続し，以
下の測定項目について訓練前後で比較した．
飴舐め訓練中は，対象者が棒付き飴を噛むこ
とや口腔外に出すことがないように，歯科医
師もしくは施設職員が見守りを行い，舐め続
けるように促した． 
 身体機能の評価には，Barthel index およ
び要介護度を用いた． 口腔機能の評価とし
て，CST 値，安静時嚥下回数ならびに飴舐め
訓練時嚥下回数を測定した．栄養状態の評価
には，Mini Nutritional Assessment-Short 
Form（MNA®-SF）および Body Mass Index
（BMI）を用いた． 
 
４．研究成果 
（１）安全な棒付き飴を短時間・自発的に舐
める機能訓練法の開発 
 
安静時唾液量および刺激時唾液量は訓練

前後で有意差を認めなかった．一方で，CST2
は訓練前（1.47±0.41 g/min）と比較して訓
練 4 週後（1.60±0.43 g/min）および訓練 8
週後（1.66±0.48 g/min）では，それぞれ有
意に増加した（図 1）．CST5 も同様に訓練前
（1.33±0.34 g/min）と比較して訓練 4 週後
（1.41±0.33 g/min）および訓練 8 週後
（1.43±0.33 g/min）では，それぞれ有意に
増加した（図 1）．最大舌圧に関しては，訓練
前（46.5±9.4 kPa）と比較して訓練 4 週後
（48.0±10.5 kPa）では有意に増加を認めた
ものの，8 週間の訓練後（36.65±7.48 kPa）
では訓練前と比較して有意に減少していた．  
これらの結果より，4 週および 8 週の飴舐

め訓練を実施することで CST2 および CST5
が増加したことから，飴舐め訓練は若年者に
おいて口腔機能を向上させることが示唆さ
れた． 

図 1 CST2 および CST5 の変化 
 
（２）高齢者における飴舐め訓練訓練の有効
性の検証 
 
①飴舐め訓練の実施可否の検討 
 飴舐め訓練が実施できた者は 65名中 60名
（92.8 %）であり，前舌保持嚥下訓練の 3 名

（4.6 %），頭部挙上訓練の 16 名（24.6 %），
舌抵抗訓練の 20 名（30.8 %），ブローイング
訓練の 33 名（50.8 %），開口訓練の 37 名
（56.9 %）と，従来の全ての訓練法と比較し
て有意に高い実施率となった（P < 0.05）（図
2）．飴舐め訓練が実施できなかった 5 名は拒
否によるものであり，その他全ての訓練につ
いても実施できなかった．飴舐め訓練のみ実
施可能であった対象者，は 65 名中 19 名
（29.2 %）であり，MMSE はすべて 0 点で
あった． 
このことより，飴舐め訓練は認知症高齢者

において従来の摂食嚥下訓練法よりも適応
範囲が広いことが示された． 

図 2 口腔機能訓練法の実施可否 
 
②飴舐め訓練の即時的効果の検討 
 対象者 65 名中，拒否などがなく頸部に咽
喉マイクを装着できた 15 名に対して実施し
た．対象者の安静時嚥下回数は 10 分間で
1.3±1.1 回，飴舐め訓練時嚥下回数は 10 分
間で 15.5±9.1 回であり，安静時嚥下回数と
比較して有意に増加していた（P < 0.05）（図
3）． 

図 3 安静時および飴舐め訓練時の嚥下回数 
 
このことより，認知症高齢者に対する飴舐

め訓練の実施により，即時的に嚥下回数が増
加することが示された．  
 
③飴舐め訓練の長期的効果および適応範囲
の検討 
 対象者 65 名のうち，6 ヵ月におよぶ訓練に
同意した対象者 44 名中 28 名（63.6％）が飴
舐め訓練を完遂し，16 名が途中脱落した．脱
落理由は，全身状態の増悪が 10 名，死亡が 3
名，施設退所が 2 名，訓練の拒否が 1 名であ



ったが，誤嚥性肺炎により中断した者は認め
なかった． 
訓練を完遂した 28 名の BMI は訓練前

（19.5±3.3）と訓練後（19.3±3.1）におい
て有意差を認めなかった．また，Barthel 
index においても訓練前（9.6±13.9）と訓練
後（7.5±12.5）において有意差を認めなかっ
た．嚥下回数に関しては，安静時嚥下回数は
訓練前（1.3±1.1 回）と訓練後（1.8±2.3 回）
において有意差を認めなかったものの，飴舐
め訓練時嚥下回数は訓練前（15.5±9.1 回）
と訓練後（20.0±11.6 回）において有意差を
認めた（P < 0.05）（図 4）． 

図 4 訓練前後の飴舐め訓練時嚥下回数 
 
訓練を完遂した対象者のうち要介護 3 が 3

名，要介護 4 が 11 名，要介護 5 が 14 名であ
り，訓練前後における CST 値の変化ならび
に MNA®-SF の変化は，要介護 3 度の者にお
いては改善を認めなかったものの，要介護 4
ならびに 5 の者では訓練後に CST 値（25 名
中 10 名）や MNA®-SF（25 名中 7 名）に改
善を認めた者が存在した（図 5，6）．このこ
とより，飴舐め訓練は指示理解の困難な認知
症高齢者に対して安全に継続して実施でき，
一部の要介護度が重度な者の口腔機能およ
び栄養状態を改善できる可能性が示された． 
 

図 5 要介護度別の CST 値の変化 

図 6 要介護度別の MNA®-SF の変化 
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